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出たとき、やくに立つよ。やらなきゃいけないこ

とを、のばしのばしにしてると、ときどきぐあいのわ

るいことがあるよね。それがバオバブだったら、ぜったい

ひどいことになる。こんな星があるんだ、そこにはなまけ

ものがすんでて、ちいさな木を３本ほうっておいたんだけ

ど……」

　というわけで、ぼくは王子くんのおおせのまま、ここに

その星をかいた。えらそうにいうのはきらいなんだけど、

バオバブがあぶないってことはぜんぜん知られてないし、

ひとつの星にいて、そういうことをかるくかんがえている

と、めちゃくちゃきけんなことになる。だから、めずらし

く、おもいきっていうことにする。いくよ、「子どものみな
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さん、バオバブに気をつけること！」これは、ぼくの友だ

ちのためでもある。そのひとたちはずっとまえから、すぐ

そばにきけんがあるのに気がついてない。だからぼくは、

ここにこの絵をかかなきゃいけない。ここでいましめるだ

けのねうちがある。そう、みんなはこんなことをふしぎに

おもうかもしれない。「どうしてこの本には、こういう大き

くてりっぱな絵が、バオバブの絵だけなんですか？」こた

えはとってもかんたん。やってみたけど、うまくいかなかっ

た。バオバブをかいたときは、ただもう、すぐにやらなき

ゃって、いっしょうけんめいだったんだ。

６

　ねえ、王子くん。こんなふうに、ちょっとずつわかって

きたんだ。きみがさみしく、ささやかに生きてきたって。

ずっときみには、おだやかな夕ぐれしか、いやされるもの

がなかった。このことをはじめて知ったのは、４日めのあ

さ、そのとき、きみはぼくにいった。

「夕ぐれが大すきなんだ。夕ぐれを見にいこう……」

「でも、またなきゃ……」

「なにをまつの？」

「夕ぐれをまつんだよ。」
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バオバブの木。


